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情 報 シ ス テ ム 委 員 会 細 則 
平成２２年１月９日制定  

 

（総 則） 

第１条 この細則は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下「会」という）の組織運営規

程第２２条及び第２４条の規定に基づき、会の情報システム委員会の必要事項を定め

る。  

（目 的） 

第２条 情報システム委員会（以下「委員会」という）は、次の事項を目的とする。  

（１） 会の組織活動及び学術活動における個人情報を含む電子情報取り扱いのセ

キュリティ全般並びに電子情報を扱うＯＡ機器等の円滑な運用を推進し、も

って会の活動を技術的な面で支援すること  

（２） 広報活動の一環としてのウエブサイトの運用支援により、医療分野におけ

る臨床検査技師の貢献度、知名度を高めるとともに、会員相互の円滑なコミ

ュニケーションを図ること  

（事 業） 

第３条 委員会は、前条の目的を達成するために以下の事業を行う。  

（１） 事務所等で使用するＰＣ等のＯＡ機器、ネット環境の管理・運営に関する事

業  

（２） 電子データ、ＯＡ機器等における情報セキュリティ管理に関する事業  

（３） 本会のウエブサイトの作成及び更新に関する支援事業  

（４） ネットを用いた本会の情報提供ツール及び相互コミニュケーションツールの

管理と運営 

（５） 会員への情報リテラシーに関する情報提供及びＩＴスキルアップに関する啓

発事業  

（６） その他、委員会の目的を達成するために必要な事業  

（構 成） 

第４条 委員会は、次の委員をもって構成する。  

（１） 委員長            １名  

（２） 副委員長          １名  

（３） 情報システム委員会担当理事  ２名  

（４） 委員              若干名  

（５） 特別委員          若干名  

２ 委員長は、会長が指名し、理事会で承認した後、会長が委嘱する。  

３ 副委員長は、委員の中から委員長が指名する。  

４ 委員は、正会員の中から理事会で選任し、会長が委嘱する。  

５ 特別委員は、必要に応じて正会員の中から常務理事会で選出、期間を限定し、理事

会が承認した後、会長が委嘱する。  

（職 務） 

第５条 委員は、委員会の職務を遂行するために、以下の職務を行う。  

（１） 委員長は、委員会を代表し、事業を統括する。  

（２） 副委員長は、委員長を補佐する。  

（３） 委員は、事業達成のため関係部門と連携して活動する。  
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（４） 委員会担当理事は、委員会の活動全般を把握し、必要に応じて理事会との協

議・連携を行う。  

（人 記） 

第６条 委員の任期は 2年とする。 

２ 委員は再任されることができる。但し、再任は通算 3期までとする。ただし、理事会

が認めたものはこの限りではない。延期する者は常務理事会が選出し理事会で承認す

る。  
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（解任） 

第７条 委員は、次の号のいずれかに該当する場合、理事会の承認により解任することができ

る。  

（１） 心身の障害のために職務の執行に堪えないと認めたとき  

（２） 職務上の義務違反その他委員としてふさわしくない行為があると認められたと

き  

（会 議） 

第８条 委員会は、第３条の事業を行うため、必要に応じ情報システム委員会を開催する。  

２ 構成員は、第 4 条に定める委員の他、委員長が必要と認めた者とする。  

３ 各委員は、必要に応じて、委員以外の正会員の出席を求めることができる。  

４ 情報システム委員会は委員長が招集し、議長となる。  

５ 会議を招集しようとするときは、会議の日時、場所、会議の目的等を、書面又は電磁

的  記録により構成員に通知するものとする。ただし、緊急な事情又は構成員全員の

同意がある場合はこの限りでない。  

６ 情報システム委員会は、構成員の半数以上の出席がなければ、開催することができな

い。  

７ 情報システム委員会の議決は、出席した部員の過半数で決し、可否同数のときは議長

が決する。  

８ 委員の代理は認めない。  

９ その他、情報システム委員会の運営につき必要な事項は、理事会において定める。  

（理事会の承認） 

第９条 委員会担当理事は、事業の運営について審議決定をしたものにつき、理事会に報告

してその承認を得なければならない｡  

（保守管理） 

第１０条 委員会は、事務所等で使用されるＰＣ及びＯＡ機器（以下「ＰＣ等」という）管  

理のため、以下の活動を行う。  

（１） ＰＣ及びＯＡ機器の適切な運用  

（２） ＰＣ等の保守、点検及び更新に関すること  

（３） ＰＣのソフトウェア及びアプリケーションの動作、運用に関すること  

（４） ＰＣ等の更新計画策定、予算要求に関すること  

（ウエブサイト運営支援） 

第１１条 委員会は、本会のウエブサイト運営のため、以下の支援を行う。  
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（１） ウエブサイト・コンテンツの編集、更新及びデータ保存の技術的支援  

（２） 会の代表メールアカウント（info@hiroringi.or.jp）の運用・管理の支援  

（ＰＣ等及び電子情報関連セキュリティ管理） 

第１２条 委員会は、本会のＰＣ等及び電子情報関連の適切な運用と安全管理のために、以

下の権限を使用するものとする。  

（１） ＰＣ等のパスワード保護設定及び利用者権限の設定  

（２） ＰＣ等で使用するソフト及びアプリケーションの選定並びに設定とソフトの

マスター管理  

（３） ＰＣ等の安全管理のためのウイルス対策  

（４） ＰＣ等の適切な運用を監視し、問題等が発生した場合の対応と改善  

（５） その他、電子情報の取扱いにおけるセキュリティ管理  

２ 委員会が前項の権限を行使する場合は、理事会の承認を得なければならない。  

 （電子メールアカウントの発行・運用） 

第１３条 委員会は、会の組織活動に必要な電子メールアカウントを発行、設定する。  

２ 委員会は、役員に対し、必要に応じて会ドメインの電子メールアカウントを発行

することができる。  

３ 前項の電子メールアカウントの利用期間は、当該役員の任期とし、退任した役員

のアカウントは削除する。ただし、次の場合は引き続き利用することができるも

のとする。  

（１） 重任した場合  

（２） 退任後、現在とは別の役職に就任した場合  

４ 第 2項のアカウント名は、原則として名称の頭文字－（ハイフン）名（すべて半

角ローマ字、１２文字以内）とする。  

５ 委員会は、6 ヶ月以上の長期間継続して電子メールの利用が無い者に対し、本人の

承諾を得て、同人のメールアカウントを削除することができる。  

（情報提供ツールの運用） 

第１４条 会は会員へ情報提供を目的としたツールとしてメールマガジンを運用する。委員

会はメールマガジンの管理と運営を担うものとする。 

 （相互コミュニケーション・ツールの運用） 

第１５条 委員会は、理事会、各学術部門及び各委員会が利用する相互コミュニケーショ

ン・ツールとして、メーリングリスト等を用意することができる。  

２ 前項に定めるものの他、必要と思われる相互コミュニケーション・ツールについ

ては、理事会の承認を得て設置できる。  
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３ 相互コミュニケーション・ツールのメンバー管理は委員会が行うものとし、メー

ルコマンド等、メンバーが個人的に解説・設定したものは認めない。  

（委員会が使用する権限の管理体制） 

第１６条 委員会が業務のために使用する権限は次の体制により管理されるものとする。  

（１） 情報システム担当副会長は、本会のすべての情報システム関係の権限を統括

する。情報システム担当副会長は会長が指名する。  

（２） 情報システム委員長情報システム委員長は情報システム担当副会長を補佐す

る。  

（３） 管理の対象本会が所有する PC 等の電子機器、ウイルス対策をはじめソフト

及びアプリケーション、ウエブサイト、オンラインストレージサービス、レ

ンタルサーバー、メーリングリスト等のアカウント、ID、パスワード、契約

に関する情報及び書類等を指す。また、情報システム担当副会長が認めたも

のを対象とし、認めないものは除外してよい。  

（４） 情報システム担当副会長は上記 3 項のリストを作成し対象の所在・内容を

明確にさせる。（5）情報システム担当副会長は導入、変更、解除が確実に反

映するようにリストを管理、保管する。情報システム担当副会長、情報シス

テム委員長、運用に携わる委員の少数のみが知りうる権限とすること。  

（５） 情報システム担当副会長は適時、パスワード変更の指示をだし、これを確認

する。  

（６） 任期は各役職の任期に準ずる。解任は常務理事会にて承認を得る。  

（７） 特別委員は委員の指導、教育にあたり、委員会運営の補佐的役割をになう。  

（禁止事項） 

第１７条 第 2 条に定める目的から逸脱する行為は禁止する。詳細は一般社団法人広島県臨

床検査技師会ウエブサイト倫理規程を遵守することとする。 

（細則の変更等） 

第１８条 この細則に定めのない事項については、理事会の決定による。  

２ この細則を変更するには、理事会の議決を経るものとする。  

（附 則） 

この細則は平成２１年１２月１日から施行する｡ 

平成２１年１２月３１日一部改正                         平成２４年４月１日一部改正 

平成３０年４月１２日一部改正                          平成３０年６月４日一部改正  

平成３０年１２月２５日一部改正 

 


